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広島県内の保育園における腸管出血性大腸菌O111集団感染

キシモト マスミ

岸本 益実

目的　保育園で発生した腸管出血性大腸菌O111集団感染事例を検証し，予防対策の確立に資す
る。

調査方法　1998年11月に広島県で発生した腸管出血性大腸菌O111集団感染事例の経緯，感染状

況，検便検査，環境調査，感染者や家族への支援状況を分析した。

成績およびまとめ　初発患者届出からの18日間で，保育園に通う園児およびその家族等合計40人

から腸管出血性大腸菌O111 : H-(Verotoxin 1(＋), Verotoxin 2(－))が検出された。DNA解

析の結果，すべての感染源は同一のものと考えられた。感染者の菌検出日は，広範に分散

し，多くの感染者が2次感染である可能性が高いと考えられた。保育園児は玩具等を共有

し，個人衛生管理ができず，感染者の多くが無症状であり，有症者も症状が軽かったこと等

の要因が重なって，集団感染が進行したものと思われる。今後，集団感染の発生状況や重症

化する感染者の割合などの状況によって画一的ではない，柔軟な予防対策が求められる。
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